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ン A 1 アルデヒド (A1色素)であるが，淡水産魚類や移動魚類，両生類の多くはビタミン Az一ア lレデヒ
ドを発色団とする色素 (A 2色素)も合わせ持ち，生息地や習性によって A1' A 2 両色素の含量比は変化
する乙とが知られている。ウシガエルは成体においても A1' A 2 両色素を持っているのでこれらの混在
についても詳しい解析を行なった。
緑色粁体色素は網膜に含まれる全視物質の約10~ぢを占め，コンカナノ〈リン A アフィニティクロマトグ
ラフィーによって純度95~ぢのものが精製できた。 Al緑色粁体色素 (p 一一 430 1 ) は波長極大を430nml乙持
ち， 430nm における分子吸光係数は 35000 ，分子量は 37000 であった。 p- 430 1 は 430nmと310nml乙
正の，270nmlζ負のCD帯を持っていた。 P- 430 1 は温度， pH -?NH 2 OH, PCMB，界面活性剤などの種
々の試薬に対する感受性では錐体色素に近い性質を示した。また錐体色素と同じく，再生速度はロドプ
シンより約 100 倍速かった口いくつかの，点で P-430 1 と錐体色素が似ていることは，緑色粁体がカエル
の色覚に関与していることを示唆している。
Az緑色粁体色素 (p- 442 z) は波長極大を 442nml乙持ち， 442nmにおける分子吸光係数は 32000で
??F同
U
あった。その再生速度は P- 430 1 の約 1/10であった。 P-442 z も Az 赤色粁体色素(ポルフィロプ
シン)も網膜の背側に局在し，その含量は季節変化することが明らかとなった。 Az色素は 7 月から 10
月までは全色素の 5 泌以下であるが11 月から増加し始め， 1 月から 6 月までは全色素の32-36%を占める














ウシガエルは網膜にビタミン Al系および Az系の視物質をもっている。田坂君は発色団レチナー jレと 3
ーデヒドロレチナールの高感度分析法を新たに開発し，網膜内での Alおよび:A z 系視物質の諸性質の相
異を明らかにするとともに，網膜内での両色素の所在を調べ， Az系色素は一般に網膜背側に局在するこ
とを示したほか， Az 系色素量の年周期変化の詳細を明らかにし， A1- Az 系色素聞の転換が日長では
なく，気温に依存していること，緑色粁体細胞も赤色粁体細胞と同様に， Al -Az 系色素変換をしている
事実を明らかにした。
以上，田坂君の緑色粁体色素に関する一連の研究は，視覚科学に多くの新知見を持ち込む結果となっ
た。従って，他の関連論文に立脚し，今回提出された 5 篇からなる同君の主論文は，理学博士の学位論
文として十分な価値のあるものと認められる。
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